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議員は｢住民の代表｣との原点に立ち
残された期間も全力を尽くしてまいります

（市議会議員選挙は、平成27年１月25日の予定です）
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９月定例会提出議案

KAS
UMIGAU

RA
平成26年 第３回定例会

平成26年第３回定例会が、９月５日から９月19日ま
での15日間の会期で開催されました。今定例会では、
一部の案件以外については『平成26年第３回定例会議
案審査特別委員会』に付託をし、慎重審査を行いました。
また、９月８日、10日の２日間において一般質問（後
頁Ｐ７～９）を行いました。

る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
消
防
団
員
の
退
職
報
奨
金
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
58
号

か
す
み
が
う
ら
市
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

千
代
田
町
と
霞
ヶ
浦
町
と
の
合
併

時
に
定
め
ら
れ
た
条
例
定
数
と
実

団
員
数
に
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
59
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

主
な
内
容
は
、予
防
接
種
委
託
料
、

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
策
定

業
務
委
託
料
等
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

▼
▼  

議
案
第
60
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

▼
▼  

議
案
第
61
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

▼
▼  

議
案
第
55
号

か
す
み
が
う
ら
市
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て児

童
福
祉
法
第
34
条
の
８
の
２
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
た
に
こ

の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
56
号

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全

な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て次

代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健

全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
い
「
母
子
及
び
寡
婦
福

祉
法
」
が
「
母
子
及
び
父
子
並
び

に
寡
婦
福
祉
法
」
に
改
正
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
57
号

か
す
み
が
う
ら
市
非
常
勤
消
防
団
員

に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
の

制
定
に
基
づ
く
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す

▼
▼  

報
告
第
６
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
財
政

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
52
号

副
市
長
の
給
料
月
額
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

職
員
の
不
祥
事
に
対
す
る
監
督
責

任
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
給
料

月
額
１
カ
月
分
を
10
％
減
額
す
る

も
の
で
す
。

▼
▼  
議
案
第
53
号

か
す
み
が
う
ら
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
34
条

第
２
項
及
び
第
46
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、
新
た
に
こ
の
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
54
号

か
す
み
が
う
ら
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

児
童
福
祉
法
第
34
条
の
16
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
新
た
に
こ
の
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

議
案
等
の
審
議
結
果



3 KASUMIGAURA

▼
▼  

請
願
第
６
号

規
制
改
革
会
議　
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
「
農
業
改
革
に
関
す
る
意

見
」
に
関
す
る
緊
急
請
願

▼
▼  

請
願
第
７
号

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願 

▼
▼  

請
願
第
８
号

「
集
団
的
自
衛
権
容
認
の
閣
議
決
定
」

の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請

願
書

▼
▼  

議
案
第
62
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼
▼  

議
案
第
63
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

▼
▼  

議
案
第
64
号

美
並
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
及
び
大

規
模
改
造
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

美
並
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
及
び

大
規
模
改
造
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
65
号

霞
ヶ
浦
中
学
校
屋
内
運
動
場
大
規
模

改
造
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
霞
ヶ
浦
中
学
校
屋
内
運
動
場
大
規

模
改
造
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
66
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

▼
▼  

議
案
第
67
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
68
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
69
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
70
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
71
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
72
号

平
成
25
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
73
号

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
74
号

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

大　

山　

隆　

雄（
上
稲
吉
）

平
成
26
年
９
月
19
日　

同
意

▼
▼  

議
案
第
75
号

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

田　

澤　

高　

保（
宍　

倉
）

平
成
26
年
９
月
19
日　

同
意

▼
▼  

議
案
第
76
号

か
す
み
が
う
ら
市
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て古　

川　

誠　

一（
大
和
田
）

平
成
26
年
９
月
19
日　

同
意

▼
▼  

委
員
会
発
議
第
６
号

規
制
改
革
会
議　
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
「
農
業
改
革
に
関
す
る
意

見
」
を
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
反
映
さ
せ
る
に

あ
た
り
、
生
産
現
場
の
実
態
を
考
慮

し
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

▼
▼  

委
員
会
発
議
第
７
号

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

議
案
等
の
審
議
結
果

可　
決

継
続
審
査

可　
決

可　
決

決　
定

決　
定

同　
意

同　
意

採　
択

採　
択

不
採
択

同　
意

可　
決

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

可　
決

可　
決

可　
決

継
続
審
査
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委員会活動・第３回臨時会

総
務
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

調 
査 
内 
容

調 

査 

内 

容

付 

託 

案 

件

付 

託 

案 

件

調 

査 

内 

容

●
入
札
制
度
に
関
す
る
事
項

　
・
入
札
に
お
け
る
く
じ
引
き

に
よ
る
予
定
価
格
決
定
の

取
り
や
め
に
つ
い
て

●
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
及
び
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
の
策
定
に

つ
い
て

●
霞
ヶ
浦
地
区
統
合
小
学
校

統
合
委
員
会
の
協
議
状
況

に
つ
い
て

●
平
成
26
年
度
の
学
校
施
設

整
備
に
係
る
進
捗
状
況
に

つ
い
て

●
下
稲
吉
小
学
校
改
築
整
備

計
画
に
つ
い
て

●
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い

て
（
議
案
第
73
号
）

●
規
制
改
革
会
議　

農
業

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ「
農

業
改
革
に
関
す
る
意
見
」

に
関
す
る
緊
急
請
願
（
請

願
第
６
号
）

●
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

請
願
（
請
願
第
７
号
）

●
文
教
厚
生
委
員
会
の
所
管

に
関
す
る
事
項

　
・
救
急
医
療
に
つ
い
て

（
８
月
８
日
開
催
）

（
10
月
29
日
開
催
）

（
９
月
11
日
開
催
）

（
９
月
11
日
開
催
）

（
10
月
23
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
等
の
審
査

○
委
員
会
付
託
案
件
等
の
審
査

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

第
３
回
臨
時
会  

審
議
結
果

議
席
の
指
定
及
び
一
部
変
更
に
つ
い

て▼
▼  

議
案
第
50
号

か
す
み
が
う
ら
市
医
療
福
祉
費
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

茨
城
県
医
療
福
祉
対
策
要
綱
等
の

改
正
に
伴
い
、
平
成
26
年
10
月
1

日
か
ら
小
児
医
療
福
祉
費
支
給
対

象
者
の
県
補
助
対
象
年
齢
が
拡
大

と
な
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
51
号

茨
城
消
防
救
急
無
線
・
指
令
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
規
約
の
変
更
に
つ

い
て地

方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
こ
の
規
約
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。

平
成
26
年
第
３
回
臨
時
会
が
、
８

月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
本
会
議
に

お
い
て
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

決　
定

可　
決

可　
決

▲市道変更箇所の現地調査
　【上軽部地内】

▲▲土浦協同病院の移転新
築現場を視察（10/23）

　　【土浦市おおつ野地内】
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議案審査特別委員会における主な議案質疑
平成26年　第３回定例会

議案第59号
平成26年度かすみがうら市一般会計補正予算（第３号）

議案第64号
美並小学校校舎耐震補強及び大規模改造工事請負契約の締結につ
いて

（９月12日、16日開催）

一般廃棄物処理基本計画策定業務委託料が計上されている。ごみ処理広域化につ
いて国の動向は。

耐震工事について実績のある業者は、市内になかったのか。

帆引き船冊子作成業務委託の内容は。

出島土地改良区内の３団体に対して交付するものです。主な内容は、地区の方々
が実施する農道や水路の草刈り、軽微な補修等の維持管理活動に対するものです。

地元企業の受注機会の拡大は、大変重要なことだと思います。しかし、以前の屋
内運動場改築工事では、分離発注をした結果２度の入札不調があり一括発注に切
り替えた経過があります。また、社会経済情勢による入札不調・不落が続いてい
るところもありますので、この案件については単体企業での発注といたしました。

農地維持・資源向上対策交付金とあるが、具体的な交付内容は。

入札参加条件としてＪＶにする等、市内の業者も入れるような方法は考慮しな
かったのか。

環境省から各都道府県に対して ｢ごみ処理広域化を検討し、広域化計画を策定し、
市町村を指導するよう｣ との通知をしております。それに伴って、ごみ処理施設
建設費に充当できる交付金も創設されております。

ＪＶ（共同企業体）を組んで施工した実績はあります。

平成17年３月に発行した「霞ヶ浦帆引き船物
語」、同年７月に発行した特別展展示解説書「帆
引き網漁の世界」、平成20年11月に発行した特
別展展示解説書「帆引き船と坂本九」を、１冊
に再編集するものです。今回300冊作成する予
定です。

議案審査特別委員会議案質疑

▲霞ヶ浦帆引き船模型（茨城県指定郷土工芸品）

※分離発注とは…発注者が１つの建築物の工数一式を１社にすべて請け負わせるのではなく、
建築と設備のように工種で分けて請け負わせる発注方式

※ＪＶとは…大型工事において、複数の企業が協力して工事を請け負う形態のこと。
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特産物ブランド化や６次産業の推進を図るとあるが、具体的なプラン等があれば
伺いたい。

新治地方広域事務組合クリーンセンターの老朽化に伴う対策は。

これまでの経過の中で、さくら保育所閉所に対する保護者や市民の皆様方の理解
が得られなかったことは、ご承知のとおりです。私の市政運営の進め方の基本は、
市民の皆さまとの対話、そして議会の審議内容を尊重することです。従いまして、
さくら保育所の今後の対応は、まずは保護者の皆さまの合意を得ることだと考え
ております。

統合委員会の中でも議論を重ねてきましたが、合意に至らなかったことは認識して
おります。子どもたちにとって、よりよい教育環境を整えていくとの考え方は、誰も
が持っていることと思います。やはり統合問題は、地域のご理解と盛り上がりが最
も重要であります。今後、十分な話し合いを持って進めていきたいと考えております。

さくら保育所閉所に向けた、今後の対応は。

千代田地区の学校統合問題への対応は。

本市では、生産者や事業者の皆さま方の努力によりまして、「湖山の宝」事業に
対する一定の評価が得られているところです。今後は、生産者や事業者の皆さま
方がブランドコンセプトを自ら確立できるような支援体制、商品のアドバイスや
意見交換会を活用しながら、６次産業の育成などの側面から支援してまいりたい
と考えております。また、ブランド化推進は、地域が活性化するばかりでなく、
本市のイメージアップにもつながっていくものと期待をしております。

ごみ処理については、周辺自治体との広域共同
処理を行い市民の負担を軽減することが必要で
あります。市長就任後に石岡市長を訪問し、石
岡市、小美玉市、茨城町で構成する一般廃棄物
広域処理推進協議会への加入を申し入れ、その
後、構成市町の了解を得たところです。今後は、
協議会の構成自治体として、整備スケジュール
及び広域処理を推進してまいります。 ▲環境クリーンセンター

湖山の宝ＨＰ： http://www.kozannotakara.com/ ▲太陽のめぐみ「サンマロン」（湖山の宝推奨品）

所信表明に対する質問

市長の所信表明に対する質問
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一  般  質  問

　
　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
一
時
的
に
初
期
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
イ
メ
ー

ジ
も
あ
る
が
、
大
き
な
財
政
負
担
の
軽
減
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の

自
治
体
が
早
急
な
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
総
務
部
長　
平
成
26
年
度
か
ら
、
行
政
区
管
理
分
で
新
規
設
置
の
防
犯

灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
み
と
し
、
１
基
当
た
り
上
限
２
万
円
の
補
助
を
し
て
お
り

ま
す
。
た
だ
し
、
既
設
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換
す
る
場
合
の
補
助
は

行
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
の
交
換
を
早
期
推
進
す
る
こ

と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
の
で
、
先
進
事
例
等
を
よ
く
検
証
し
て
ま

い
り
た
い
と
の
考
え
で
す
。

　
　
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
の
趣
旨
は
、
人
道
的
見
地
か
ら
の
支
援
と
と
も

に
、
今
後
の
大
規
模
災
害
の
備
え
と
し
て
派
遣
職
員
の
経
験
を
本
市
に
還
元

し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。
派
遣
職
員
の
業
務
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
坪
井
市
長　
本
年
度
、
福
島
県
双
葉
町
に
２
名
、
川
俣
町
に
１
名
の
職

員
を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。双
葉
町
で
は
復
興
計
画
策
定
や
健
康
支
援
業
務
、

川
俣
町
で
は
除
染
の
た
め
の
説
明
会
や
除
染
作
業
の
監
督
業
務
に
従
事
を
し

て
い
ま
す
。
派
遣
職
員
が
得
た
知
識
や
経
験
は
貴
重
な
財
産
で
す
の
で
、
現

地
で
の
経
験
を
本
市
に
還
元
し
て
も
ら
い
、
災
害
や
危
機
管
理
に
対
す
る
職

員
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
の
醸
成
に
も
つ
な
げ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

小松﨑　誠

川村　成二

議員

議員

保
育
所
民
営
化
推
進
に
伴
う
市
立
さ
く
ら
保
育
所
の
方
針
は

財
政
負
担
軽
減
に
防
犯
灯
の
早
期
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
を

保
護
者
の
不
安
解
消
、
閉
所
へ
の
理
解
に
努
め
時
期
を
判
断

利
点
が
あ
る
こ
と
は
認
識
　
今
後
先
進
事
例
等
を
検
証

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

さ
く
ら
保
育
所
問
題
に
つ
い
て

ご
み
処
理
施
設
の
広
域
化
問
題
に
つ
い
て

水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い
て

地
域
振
興
に
つ
い
て

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

行
政
運
営
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１４３２５６

　
　
現
在
、
国
の
保
育
所
運
営
の
考
え
方
は
、
公
立
か
ら
民
間
へ
移
行
し
た

考
え
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
も
、
保
育
所
民
営
化
計
画
を
策
定
し
民
営
化
を

進
め
て
き
て
い
る
が
、
市
立
さ
く
ら
保
育
所
の
今
後
の
市
長
の
方
針
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
坪
井
市
長　
保
護
者
の
皆
様
に
対
し
て
、
民
営
化
の
不
安
を
解
消
で
き

る
よ
う
な
丁
寧
な
説
明
を
実
施
し
て
い
く
な
ど
、
閉
所
に
向
け
て
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
の
考
え
で
す
。
ま
ず
は
、
保
護
者
の
皆

様
と
の
共
通
認
識
を
形
成
す
る
こ
と
に
努
め
、
閉
所
時
期
の
判
断
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
か
す
み
が
う
ら
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
は
、
首
都
圏
か
ら
も
近
く
、
霞
ヶ
浦
の

爽
快
な
景
観
と
コ
ー
ス
で
愛
好
者
か
ら
は
大
変
人
気
が
あ
る
。
今
後
、
さ
ら

に
参
加
者
を
増
や
し
て
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
よ
う
な
計
画
は
あ
る
の

か
。

　
　
環
境
経
済
部
長　
参
加
選
手
は
約
７
割
が
県
外
か
ら
の
方
で
、
第
３
回

と
な
る
本
年
度
は
、
１
０
０
０
名
以
上
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
同
時

開
催
す
る
「
霞
ヶ
浦
ま
る
ご
と
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
」
は
、本
市
は
も
と
よ
り
霞
ヶ

浦
周
辺
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業

効
果
を
よ
り
一
層
拡
大
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
は
主
催
者
と

し
て
も
毎
年
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
一
例
と
し
て
、
今
大
会
で
は
気
軽

に
参
加
で
き
る
「
マ
マ
チ
ャ
リ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
」
を
地
元

参
加
枠
と
し
て
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲ＬＥＤ防犯灯

▲かすみがうらエンデューロ

東
北
被
災
地
に
派
遣
し
た
市
職
員
の
業
務
状
況
と
今
後
の
推
進

計
画
に
つ
い
て

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗
と
具
体
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２
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児
童
の
熱
中
症
対
策
、
学
習
環
境
向
上
の
た
め
に
は
エ
ア
コ
ン
の
整
備

が
必
要
で
あ
り
、
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
だ
未
整
備

の
学
校
に
つ
い
て
は
一
日
も
早
く
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
今
後
の

整
備
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
部
長　
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
環
境
の
公
平
性
と
児
童
生
徒
の

健
康
管
理
を
第
一
に
考
え
、
市
内
全
学
校
の
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
整
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
下
稲
吉
小
学
校
の
中
央
校
舎
と
東
校
舎
は
、
改
築

工
事
と
あ
わ
せ
て
平
成
28
年
度
ま
で
に
整
備
を
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
新

治
小
、
七
会
小
、
上
佐
谷
小
は
、
統
合
委
員
会
の
活
動
が
一
時
休
止
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
財
源
の
確
保
等
調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
中
で
第
３
位
と
な
り
、
年
間
で
約
12
万
人
が

亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
96
・
８
％
が
65
歳
以
上
で
あ
り
、
高
齢
者

に
対
す
る
肺
炎
予
防
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
保
健
福
祉
部
長　
本
年
10
月
１
日
か
ら
、
国
の
制
度
に
準
じ
て
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
国
の
制
度
に
よ
る
定
期
接

種
対
象
者
は
65
歳
か
ら
５
歳
刻
み
で
す
が
、
対
象
外
の
66
歳
以
上
の
方
の
肺

炎
罹
患
も
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
市
独
自
の
任
意
接
種
と
し
て
申
請
に
応

じ
て
助
成
を
し
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄

中根　光男

議員

議員

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
坪
井
市
長
の
見
解
は

児
童
の
学
習
環
境
向
上
に
一
日
も
早
い
エ
ア
コ
ン
整
備
を
！

国
の
安
全
確
保
確
約
と
地
元
合
意
を
前
提
に
反
対
で
は
な
い

新
治
・
七
会
・
上
佐
谷
小
は
統
合
委
一
時
休
止
で
整
備
検
討

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
　
日
本
原
子
力
発
電
は
、
震
災
後
か
ら
運
転
停
止
し
て
い
る
東
海
第
二
原

発
の
再
稼
働
に
向
け
た
審
査
を
、
県
民
の
反
対
を
無
視
し
て
原
子
力
規
制
委

員
会
に
申
請
し
た
。
こ
の
再
稼
働
の
動
き
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
求
め

る
。

　
　
坪
井
市
長　
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
は
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
す

の
で
、
国
が
原
子
力
施
設
の
安
全
確
保
を
確
約
し
、
地
元
の
合
意
を
大
前
提

と
し
た
上
で
あ
れ
ば
反
対
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
、
東
海
第
２
原
発

の
地
元
合
意
は
30
キ
ロ
圏
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
県
南
地
域
も
枠
組
み
に
入
れ
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
自
己
負
担
な
し
、
所
得
制
限
な
し
で
、
中
学
卒
ま
で
の
医
療
費
を
完
全

無
料
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

　
　
坪
井
市
長　
年
々
医
寮
費
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
や
、
外
来
自
己
負
担

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
る
安
易
な
医
療
機
関
の
多
受
診
な
ど
、
さ
ら
な
る
給

付
費
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
近
隣

市
町
村
の
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に

つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

防
災
倉
庫
の
充
実
増
設
に
つ
い
て

児
童
、生
徒
の
迅
速
な
救
命
救
急
に
役
立
つ「
子
ど
も
安
心
カ
ー

ド
の
導
入
に
つ
い
て
」

効
果
的
な
情
報
共
有
で
虐
待
を
防
止
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
に
つ
い
て

放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
と
市
民
及
び
地
域
を
守
る
総
合
対
策

に
つ
い
て

市
職
員
の
雇
用
と
人
事
・
処
遇
に
つ
い
て

納
税
対
策
問
題
に
つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て
（
ム
ダ
な
水
開
発
事
業
の
中
止
を
）

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

３４５６ ２

２３４５６

▲千代田庁舎

▲上佐谷小学校
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来栖　丈治 議員

土
浦
協
同
病
院
移
転
に
よ
る
安
全
安
心
効
果
の
拡
大
策
は

交
通
弱
者
へ
の
交
通
網
検
討
と
救
急
搬
送
ル
ー
ト
の
充
実

ＱＡ

協
同
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

道
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

介
護
保
険
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４５６

　
　
土
浦
協
同
病
院
が
土
浦
市
お
お
つ
野
地
区
に
移
転
す
る
。
隣
接
す
る
本

市
の
市
民
生
活
に
大
き
な
安
心
効
果
が
あ
る
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
。
今
後
の
安
全
安
心
効
果
の
拡
大
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
長
公
室
長　
交
通
弱
者
に
対
す
る
新
た
な
交
通
網
の
検
討
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
併
せ
、
救
急
対
応
時
に
お
け
る
搬
送
ル
ー
ト
の
充
実
も
必
要
で

あ
り
ま
す
。
戸
崎
地
区
の
茨
城
県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
連
絡
道
は
、
全
線
開

通
後
、
そ
の
効
果
を
担
う
ル
ー
ト
の
１
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
本
年
４
月
か
ら
霞
ヶ
浦
地
区
の
中
学
校
が
統
合
さ
れ
、
霞
ヶ
浦
中
学
校

と
し
て
開
校
し
た
。
現
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
ご
苦
労
も
あ
っ
た
と
思

う
が
、
統
合
中
学
校
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
教
育
部
長　
統
合
前
に
心
配
さ
れ
た
生
徒
間
の
交
流
、通
学
路
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
等
の
案
件
も
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
一
部
の
生
徒
で
は
あ
り
ま
す
が
、
問
題
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
現
状
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
動
に
対
し
て
、
学
校
で
は
生
徒
指
導
の
強
化
や

フ
リ
ー
参
観
等
の
実
施
を
し
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
７
月
中
旬
か
ら
学
校

生
活
相
談
員
を
一
部
配
置
す
る
な
ど
、
解
消
に
向
け
て
の
対
応
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲土浦協同病院の移転新築現場

平成26年度第１回議員研修会本会議録画映像を
ホームページで公開 平成26年10月30日（木）～31日（金）

茨城県市議会議長会主催

会場：ダイヤモンドホール（筑西市）
参加：矢口議員、小倉議員、来栖議員
講演：江田 彰 氏（中小企業診断士）
　　　「人づくりとは」
　　　　～中小企業の経営改善支援を通して～

　平成24年第２回定例会からの本会議録画映像
を、市議会ホームページで公開しております。
　少しでも多くの方が本会議での審議等に興味を
持たれ、傍聴にも足を運んでいただければ幸いで
す。

クリック

一般質問・コラム



今
年
も
、
１
カ
月
近
く
で
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

７
月
の
市
長
選
挙
、
そ
し
て
12
月
の
茨
城
県

議
会
議
員
選
挙
。
又
、
私
共
、
か
す
み
が
う
ら

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
来
年
１
月
18
日
告
示

25
日
の
投
票
日
で
決
定
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
一
番
、
身
近
な
選
挙
で
す
の
で
棄
権
す

る
事
な
く
皆
さ
ん
の
大
切
な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

か
す
み
が
う
ら
市
の
未
来
の
為
に
…
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
加
固　
豊
治

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
20
日
（
木
）
か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

豆辞典 監査委員監査委員 とはとは？？
監
査
委
員
は
、
自
治
体
の
財
務
に
関
す

る
事
務
の
執
行
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る

か
、
県
・
市
町
村
の
経
営
に
係
る
事
業
の

管
理
が
効
果
的
、
合
理
的
、
能
率
的
に
行

わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
監
査
の
請
求
の

あ
っ
た
事
務
の
執
行
が
法
令
に
準
拠
し
て

行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
監
査
す
る
。

監
査
委
員
は
、
監
査
の
結
果
に
関
す
る

報
告
を
決
定
し
、
こ
れ
を
議
会
及
び
長
、

関
係
行
政
委
員
会
に
提
出
し
、
か
つ
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
監
査

の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該
団
体
の
組
織
及
び
運
営

の
合
理
化
に
資
す
る
た
め
、
こ
の
結
果
報

告
に
添
え
て
そ
の
意
見
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

任
期
は
、
識
見
を
有
す
る
者
か
ら
選
任

さ
れ
た
委
員
は
４
年
と
し
、
議
員
の
う
ち

か
ら
の
選
出
者
は
議
員
の
任
期
に
よ
る
。

（
地
方
議
会
運
営
事
典
よ
り
抜
粋
）

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（8月2日〜10月31日まで）

●
８
月
●

　

８
日　

第
３
回
臨
時
会

　
　
　
　

総
務
委
員
会

　

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

19
日　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　

定
例
会

　

21
日　

土
浦
・
か
す
み
が
う
ら
土
地
区
画
整
理

　
　
　
　

一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　

25
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
議
会
定
例
会

　

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
９
月
●

　

９
月
５
日
～
９
月
19
日

　
　
　
　

第
３
回
定
例
会

　

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

11
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　

12
日　

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

16
日　

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　
　
　

政
治
倫
理
条
例
検
討
特
別
委
員
会

　

19
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

24
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

25
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

29
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

30
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

●
10
月
●

　

16
日
～
17
日

　
　
　
　

茨
城
県
南
市
議
会
議
長
会
行
財
政
視
察
研
修

　

16
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

　

17
日　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
定
例
会

　

21
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

23
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

24
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

29
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

30
日
～
31
日

　
　
　
　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
第
１
回
議
員
研
修
会

　

31
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会


